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気管支喘息児の皮膚温分布に関する

　　　　　　　　　臨床的研究
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　気管支喘息児の皮膚温分布と喘鳴・咳漱・発作（以後喘息症状という）との関連について検討し，皮膚

温分布の相違は喘息症状の有無に対応することが明らかとなった。研究対象は気管支喘息児157例で2歳

～18歳である。測定部位は，前額部の1点，左右示指末節指腹中央の1点ずつ，左右足指第2末節指腹中

央の1点ずつ合計5部位である。喘息症状のあった時の群の皮膚温は，喘息症状のなかった時の群より，

額・左右手指・左右足指で高かった。左手指温・右手指温は，喘息症状のあった時の群と喘息症状のなかっ

た時の群との問に5％の危険率で有意差を認めた。額と左手指との温度差は喘息症状のあった時の群の方

が小さく，喘息症状のあった時の群と喘息症状のなかった時の群との問で10月，11月，2月，3月，4月，

5月に危険率5％で有意差を認めた。皮膚温分布は，発作直前・発作中・発作直後にそれぞれ相違があっ

た。これは，皮膚温が発作の予測や治療法の選択の指標となり得ることを意味している。

　緒　言

　筆者らは，昭和53年から気管支喘息児に対する

鐵治療の臨床的研究を行ってきた。

　］連の研究の中で，発作直前や発作中の皮膚温

分布が異常なパターンを示すこと，鉱治療直後の

皮膚温分布が正常なパターンとなることを経験し

た。

　しかし皮膚温は，室温や季節の影響を受けるこ

とは周知の通りである。そこで今回は一年問の皮

膚温と喘息症状（喘鳴・咳漱・発作）との関連に

ついて分析したので報告する。

　研究対象および方法

　ユ．研究対象

　同愛記念病院小児科に入院中の気管支喘息児で

ある。

　年齢は2才からユ8才まで合計157例（測定回数

延べ248回）である。

　性，年齢分布は表1の如くであり，男子104例，

女子53例である。

　年齢別にみると，2歳から5歳が25例，6歳か

ら8歳が22例，9歳から14歳が52例，12歳から

＊　筑波大学理療科教員施設養成施設

＊＊同愛記念病院小児科

14歳が41例，15歳から18歳17例で9歳から14

歳の小学校高学年と中学生が全体の59．2％を占め

ている。

　2．測定方法

　測定部分は，（1）前額部（左右眉毛の内端を結ぶ

線の申点から3cm上方）
　（2）左・右示指末節腹中央

　（3）左・右足指第2指末飾指腹中央の言十五ケ所で

表1対象患児の性，年齢

性

男子

女子

合計

例数

104

53

157

百分率

66．2

33．8

100．0

年　齢 例数 百分率

2才～5才 25 15．9

6才～8才 22 14．0

9才～11才 52 33．1

12才～14才 41 26．！

15才～18才 17 10，8

合計 157 100．0
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　Fig．3　室温別にみた左手指温および左足指温

　　　　△印は，喘息症状（喘鳴・咳漱・発作）

　　　　のあった時の中央値を，▲印は，喘

　　　　息症状のなかった時の中央値を示
　　　　す。喘息症状のあった時の群の左手
　　　　皮膚温は，一元酉己置の分散分析の結

　　　　果，有意差を認めなかった。喘息症
　　　　状のなかった時の群の左手指温と，

　　　　両群左足指温は5％の危険率で有意
　　　　差を認めた。

があった。しかし額温と左右指温との差は，いず

れも有意差はなかった（P＞0．05）。

　なお，両群の手指温，足指温の左右については

ともに統計学的に有意差はなかった。

　次に皮膚温に対する室温の影響を検討したのが

図3である。測定時室温を21．5℃から1℃ごとに

区分し，左手指温を上段に左足指温を下段に示し，

各群別各温度区分における中央値を示した。その

結果，喘息症状のあった時の群の左手指温は，ター

キー線がほぼ水平に近い線であり，分散分析によ

り有意差（P＞O．05）はなく，室温による影響が小
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s56

月別にみた額温と左手指温および
額温と左足指温の皮膚温差平均の比

較（昭和55年10月から56年9月まで）

○印は喘息症状（喘鳴・咳漱・発作）

のあった時の群の平均を，○印は喘

息症状のなかった時の群の平均を示
す。

※印は，t険定の結果5％の危険率で
有意差を認めた。

さいことが明らかとなった。これに対して，喘息

症状のなかった時の手指温はターキー線が右上り

で室温が高くなる。ほど，皮膚温の中央値は高く

なる傾向にあり，分散分析の結果（P＜O．05）有意

差を認め室温の影響が大きいことが明らかとなっ

た。さらに左足指温は，両群ともターキー線は右

上りになっており分散分析によって有意差（P＜

O．05）を認め，室温の影響が大きいことが明らかと

なった。

　次に月別の額温と左手指温との差，額温と左足

指温との差の平均を2群で比較したのが図4，表2

である。

　額温と左手指温との差では，両群とも外気温の

低い10月から5月は手指温の低下のため額温と

の差が大きく，外気温の高くなる6月から9月は

手指温の上昇のため額温との差が小さくなる。ま

た，喘息症状のあった時の群の方が昭和56年1月

一21一



左手指

表2対象患児の月別例数

昭和55隼 昭和56年

月

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 合計

喘息症状のあった

時の群 11 9 10 2 5 5 6 5 5 8 6 8 80

喘息症状のなかった

時の群 24 12 7 3 9 7 12 7 6 7 5 8 107

左足指温

喘息症状のあった

時の群

喘息症状のなかった

時の群

10

29

16

12

10

13 13

11

12

14 116

132

喘
息
症
状
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　34
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　32
皮

　31
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　30
温

　29

　28

　27

P．M，　P，M，　P．N．　P．N．
11：O0　　　2：O0　　　　4：00　　　11：00

渕定時

有

無

無

有

有

無

無

無

有

無

有

無
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額　　左　　右　　左　　右
　　　手　　　手　　足　　足

　喘息症状（喘鳴・咳漱・発作）の出

　現経過別にみた皮膚温平均の比較

　出現経過のパターンは上段に示し，

　グラフには対照群として，3時期と

　も症状のなかった時の群を△
　一一一△で示した。

　各群のn数は次の通りである

　　　額左手右手左足右足
×君羊　　　26　　　15　　　　23　　　26　　　26

△君羊　．132　　ユ07　　　109　　132　　132

0群　　9　　9　　8　　9　　9
●君羊　　　56　　　38　　　　43　　　56　　　56

を除き，なかった時の群より年問を通じて皮膚温

差が小さく，昭和55年10月，11月，昭和56年2

月，3月，4月，5月では，額温と左手指温との温

度差の平均において喘息症状のあった時の群と
なった時の群の問で有意差（P＜O．05）’を認めた。

これに対し，6月，7月，8月，9月では両群に有

意差（P＞O．05）が認められなかった。

　額温と足指温との差については，月別に両群の

問で有意差（P＞0．05）は認められなかった。

　喘息症状の出現経過別に皮膚温分布を示したの

が図5である。

　皮膚温測定は，午後2時から4時の問に行った

ので，この時期を測定中，測定日の前日の午後11

時から測の日の午後2時までを測定前，測定日の

午後4時から午後11時までを測定後と3時期に

分け，喘息症状の有無により出現経過のパターン

別に皮膚温の平均を示した。

　組み合わせは7種類だが，例数の比較的多く，

しかも発作中・発作直前・発作直後のパターンと

して3種類を選び，これらと比較するため，喘息

症状のなかった時の群を加えた。

　3時期とも喘息症状のあった時の群の皮膚温

は，額温33．9℃，左手指温3313℃，右手指温33．1℃，

左足指温29．7℃，右足指温29．6℃で，他の群に比

べ手指温，足指温ともに最も高かった。また，測

定前，測定中に喘息症状は出現せず，測定後，喘

息症状が出現した群は，額温33．2℃，左手指温

33．3℃，右手指温33．O℃，左足指温28．O℃，右足指

温28．1℃と，手指温が高く，足指温は最も低くなっ

ている。

　測定前に喘息症状が出現し，測定中，測定後に

喘息症状の出現しなかった群は，額温33．2℃，左

手指温3216℃，右手指温32．5℃，左足指温29．0℃，

右足指温29．1℃で，これは3時期とも喘息症状の

出現した群より少しずつ低くなっている。

　喘息症状のなかった時の群とこれらの喘息症状

のあった3つの群を比較すると，手指温がいずれ

も高く，また図1において，喘息症状のあった時

の群と，なかった時の群で手指温は5％の危険率

で有意差があり，足指温については有意差がな

かったことから，喘息症状と対応する皮膚温は手

指に特徴を見い出すことができる。

　図6は，症例S．A．の喘息症状の出現経過と皮膚

温分布を示したものである。測定後喘息症状の出

現した時は，額温より手指温が高く，足指温は4経

一22一
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Summary 

Skin 

The Clinical 

Tem perature 

Studies of the Dis,tribution 

with Bronchial Asthma in 

of 

Children 

Keishi Yoshikawa, Takeshi Tomiyasu, 

Minoru Baba, and Takehiko 

Kazushi 

Matsui 

Nishijo 

The relationship between the distribution of skin temprature and asthmatic symptoms of 

stridor, coughs and attacks was studied in children with bronchial asthma. Differences in the skin 

temperature corresponded to the presence or absence of asthmatic syrptoms, 

The subjects were 157 inpatients with bronchial asthma, consisting of 104 boys and 53 girls 

aged two to 18, at Doai Fraternity Memorial Hospital. 

Skin temperature was determined at rest from 2 : OO to 4 : OO p, m. in a ward with room 

temperatures of 21-28'C. After the subjects rested for more than five minutes, skin temperature was 

measured using a thermister thermometer (Nihon Kohden Co.) at five sites, namely, the frontal part, 

the center of the thickest part of the index distal phalances of the right and left hands and the center 

of the thickest part of the distal phalancen of the second toes of the right and left feet. 

The data collected from October 1980 to September 1981 were analyzed. 

The skin temperature of the patients while they showed asthmatic symptoms was higher than 

those who did not show any asthmatic syptoms at all the sites. There were signgficant differences 

in the spin temperature at the right and left hands between the patients with asthmatic symptoms 

and thone without them at a risp of 5%, indicating that abnormal skin temperatures corresponding 

to the appearance of the asthmatic symptoms appear in the hands. 

There was a significant difference in the skin temperature at the frontal part and the left hand 

between the patients with asthmatic symptoms and those without them at a risp of 5% in October 

and November 1980 and February, March, April and May 1981. 

There was a difference in spin terperature distribution at the time just before the attacks, during 

them and immediately after them, indicating that spin temperature can be an index for predicting 

attacks and selecting the treatment methods. 
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